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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成23年8月11日(2011.8.11)

【公開番号】特開2010-125793(P2010-125793A)
【公開日】平成22年6月10日(2010.6.10)
【年通号数】公開・登録公報2010-023
【出願番号】特願2008-305394(P2008-305394)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  15/088    (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  73/10     (2006.01)
   Ｈ０５Ｋ   1/03     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ  15/08    　　　Ｒ
   Ｃ０８Ｇ  73/10    　　　　
   Ｈ０５Ｋ   1/03    ６７０Ａ
   Ｈ０５Ｋ   1/03    ６１０Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月29日(2011.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリイミド層が金属層に挟持される２層両面フレキシブル金属積層板であって、
　前記ポリイミド層が非熱可塑性ポリイミド樹脂からなる単層であり、金属層とポリイミ
ド層との接着性がいずれも７Ｎ／ｃｍ以上である、２層両面フレキシブル金属積層板。
【請求項２】
　前記ポリイミド層の線膨張係数が２５×１０-6／℃以下である、請求項１に記載の２層
両面フレキシブル金属積層板。
【請求項３】
　前記ポリイミド層のガラス転移温度が３００～４００℃である、請求項１又は２に記載
の２層両面フレキシブル金属積層板。
【請求項４】
　前記非熱可塑性ポリイミド樹脂が、
　３，４，３’，４’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物、２，３，３’，４’－ビ
フェニルテトラカルボン酸二無水物、２，３，２’，３’-ビフェニルテトラカルボン酸
二無水物、ピロメリット酸二無水物、２，３，６，７－ナフタレンテトラカルボン酸二無
水物、及び１，４，５，８－ナフタレンテトラカルボン酸二無水物から選ばれる少なくと
も１種類の酸二無水物成分と、
　２，２’－ジメチル－４，４’－ジアミノビフェニル、ｐ－フェニレンジアミン、１，
３－ビス（３－アミノフェノキシ）ベンゼン、１，３－ビス（４－アミノフェノキシ）ベ
ンゼン、３，３’－ジアミノジフェニルエーテル、３，４’－ジアミノジフェニルエーテ
ル、及び４，４’－ジアミノジフェニルエーテルから選ばれる少なくとも２種類のジアミ
ン成分と、を重合させて得られる、請求項１～３のいずれか１項に記載の２層両面フレキ
シブル金属積層板。
【請求項５】
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　前記酸二無水物成分が、
　（Ａ）３，４，３’，４’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物、２，３，３’，４
’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物、及び２，３，２’，３’-ビフェニルテトラ
カルボン酸二無水物から選ばれる少なくとも１種類のビフェニルテトラカルボン酸二無水
物と、
　（Ｂ）ピロメリット酸二無水物、２，３，６，７－ナフタレンテトラカルボン酸二無水
物、及び１，４，５，８－ナフタレンテトラカルボン酸二無水物から選ばれる少なくとも
１種類の剛直性酸二無水物と、からなる、請求項４に記載の２層両面フレキシブル金属積
層板。
【請求項６】
　前記ジアミン成分が、
　（Ｃ）２，２’－ジメチル－４，４’－ジアミノビフェニル及びｐ－フェニレンジアミ
ンから選ばれる少なくとも１種類の剛直性ジアミン成分と、
　（Ｄ）１，３－ビス（３－アミノフェノキシ）ベンゼン、１，３－ビス（４－アミノフ
ェノキシ）ベンゼン、３，３’－ジアミノジフェニルエーテル、及び３，４’－ジアミノ
ジフェニルエーテルから選ばれる少なくとも１種類のジアミン成分と、からなる、請求項
４又は５に記載の２層両面フレキシブル金属積層板。
【請求項７】
　前記（Ａ）が７０～１００モル％、前記（Ｂ）が０～３０モル％である、請求項５又は
６に記載の２層両面フレキシブル金属積層板。
【請求項８】
　前記（Ｃ）が５０～９５モル％、前記（Ｄ）が５～５０モル％である、請求項６又は７
に記載の２層両面フレキシブル金属積層板。
【請求項９】
　前記（Ｃ）が６０～９５モル％、前記（Ｄ）が５～４０モル％である、請求項６～８の
いずれか１項に記載の２層両面フレキシブル金属積層板。
【請求項１０】
　単層のポリイミド層が金属層に挟持される２層両面フレキシブル金属積層板の製造方法
であって、
　（１）非熱可塑性ポリイミド樹脂の前駆樹脂を第１の金属層に塗布する工程と、
　（２）第１の金属層に塗布された前記前駆樹脂を２８０℃～（前記非熱可塑性ポリイミ
ド樹脂のガラス転移温度＋３０）℃の範囲内で１次イミド化して２層片面フレキシブル金
属積層板を得る工程と、
　（３）前記２層片面フレキシブル金属積層板に第２の金属層をプレスする工程と、
　（４）（前記非熱可塑性ポリイミド樹脂のガラス転移温度）℃以上で２次イミド化する
工程と、を含み、
　２層両面フレキシブル金属積層板の金属層とポリイミド層との接着性がいずれも７Ｎ／
ｃｍ以上である、２層両面フレキシブル金属積層板の製造方法。
【請求項１１】
　前記前駆樹脂が溶剤を含み、
　前記工程（１）後、前記前駆樹脂を乾燥する工程を含む、請求項１０に記載の２層両面
フレキシブル金属積層板の製造方法。
【請求項１２】
　前記溶剤が、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド及びＮ－メチル－２－ピロリドンからなる
群から選ばれる少なくとも１種類である、請求項１１に記載の２層両面フレキシブル金属
積層板の製造方法。
【請求項１３】
　前記２層片面フレキシブル金属積層板の１次イミド化後のポリイミド層の溶剤揮発分量
が、２００℃～３００℃において１質量％以下である、請求項１１又は１２に記載の２層
両面フレキシブル金属積層板の製造方法。
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【請求項１４】
　請求項１０～１３のいずれか１項に記載の製造方法により得られる、２層両面フレキシ
ブル金属積層板。
【請求項１５】
　請求項１～９及び１４のいずれか１項に記載の２層両面フレキシブル金属積層板からな
るプリント配線板。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　すなわち、本発明は、以下の２層両面フレキシブル金属積層板及びその製造方法、並び
にプリント配線板を提供する。
［１］
　ポリイミド層が金属層に挟持される２層両面フレキシブル金属積層板であって、
　前記ポリイミド層が非熱可塑性ポリイミド樹脂からなる単層であり、金属層とポリイミ
ド層との接着性がいずれも７Ｎ／ｃｍ以上である、２層両面フレキシブル金属積層板。
［２］
　前記ポリイミド層の線膨張係数が２５×１０-6／℃以下である、前記［１］に記載の２
層両面フレキシブル金属積層板。
［３］
　前記ポリイミド層のガラス転移温度が３００～４００℃である、前記［１］又は［２］
に記載の２層両面フレキシブル金属積層板。
［４］
　前記非熱可塑性ポリイミド樹脂が、
　３，４，３’，４’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物、２，３，３’，４’－ビ
フェニルテトラカルボン酸二無水物、２，３，２’，３’-ビフェニルテトラカルボン酸
二無水物、ピロメリット酸二無水物、２，３，６，７－ナフタレンテトラカルボン酸二無
水物、及び１，４，５，８－ナフタレンテトラカルボン酸二無水物から選ばれる少なくと
も１種類の酸二無水物成分と、
　２，２’－ジメチル－４，４’－ジアミノビフェニル、ｐ－フェニレンジアミン、１，
３－ビス（３－アミノフェノキシ）ベンゼン、１，３－ビス（４－アミノフェノキシ）ベ
ンゼン、３，３’－ジアミノジフェニルエーテル、３，４’－ジアミノジフェニルエーテ
ル、及び４，４’－ジアミノジフェニルエーテルから選ばれる少なくとも２種類のジアミ
ン成分と、を重合させて得られる、前記［１］～［３］のいずれか１項に記載の２層両面
フレキシブル金属積層板。
［５］
　前記酸二無水物成分が、
　（Ａ）３，４，３’，４’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物、２，３，３’，４
’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物、及び２，３，２’，３’-ビフェニルテトラ
カルボン酸二無水物から選ばれる少なくとも１種類のビフェニルテトラカルボン酸二無水
物と、
　（Ｂ）ピロメリット酸二無水物、２，３，６，７－ナフタレンテトラカルボン酸二無水
物、及び１，４，５，８－ナフタレンテトラカルボン酸二無水物から選ばれる少なくとも
１種類の剛直性酸二無水物と、からなる、前記［４］に記載の２層両面フレキシブル金属
積層板。
［６］
　前記ジアミン成分が、
　（Ｃ）２，２’－ジメチル－４，４’－ジアミノビフェニル及びｐ－フェニレンジアミ
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ンから選ばれる少なくとも１種類の剛直性ジアミン成分と、
　（Ｄ）１，３－ビス（３－アミノフェノキシ）ベンゼン、１，３－ビス（４－アミノフ
ェノキシ）ベンゼン、３，３’－ジアミノジフェニルエーテル、及び３，４’－ジアミノ
ジフェニルエーテルから選ばれる少なくとも１種類のジアミン成分と、からなる、前記［
４］又は［５］に記載の２層両面フレキシブル金属積層板。
［７］
　前記（Ａ）が７０～１００モル％、前記（Ｂ）が０～３０モル％である、前記［５］又
は［６］に記載の２層両面フレキシブル金属積層板。
［８］
　前記（Ｃ）が５０～９５モル％、前記（Ｄ）が５～５０モル％である、前記［６］又は
［７］に記載の２層両面フレキシブル金属積層板。
［９］
　前記（Ｃ）が６０～９５モル％、前記（Ｄ）が５～４０モル％である、前記［６］～［
８］のいずれか１項に記載の２層両面フレキシブル金属積層板。
［１０］
　単層のポリイミド層が金属層に挟持される２層両面フレキシブル金属積層板の製造方法
であって、
　（１）非熱可塑性ポリイミド樹脂の前駆樹脂を第１の金属層に塗布する工程と、
　（２）第１の金属層に塗布された前記前駆樹脂を２８０℃～（前記非熱可塑性ポリイミ
ド樹脂のガラス転移温度＋３０）℃の範囲内で１次イミド化して２層片面フレキシブル金
属積層板を得る工程と、
　（３）前記２層片面フレキシブル金属積層板に第２の金属層をプレスする工程と、
　（４）（前記非熱可塑性ポリイミド樹脂のガラス転移温度）℃以上で２次イミド化する
工程と、を含み、
　２層両面フレキシブル金属積層板の金属層とポリイミド層との接着性がいずれも７Ｎ／
ｃｍ以上である、２層両面フレキシブル金属積層板の製造方法。
［１１］
　前記前駆樹脂が溶剤を含み、
　前記工程（１）後、前記前駆樹脂を乾燥する工程を含む、前記［１０］に記載の２層両
面フレキシブル金属積層板の製造方法。
［１２］
　前記溶剤が、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド及びＮ－メチル－２－ピロリドンからなる
群から選ばれる少なくとも１種類である、前記［１１］に記載の２層両面フレキシブル金
属積層板の製造方法。
［１３］
　前記２層片面フレキシブル金属積層板の１次イミド化後のポリイミド層の溶剤揮発分量
が、２００℃～３００℃において１質量％以下である、前記［１１］又は［１２］に記載
の２層両面フレキシブル金属積層板の製造方法。
［１４］
　前記［１０］～［１３］のいずれか１項に記載の製造方法により得られる、２層両面フ
レキシブル金属積層板。
［１５］
　前記［１］～［９］及び［１４］のいずれか１項に記載の２層両面フレキシブル金属積
層板からなるプリント配線板。
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